
新学習指導要領の趣旨を生かした授業づくり

中学校国語科
１ 改訂の趣旨
○ 言葉を通して的確に理解し，論理的に思考し表現する能力，互いの立場や考えを尊
重して言葉で伝え合う能力を育成することや，我が国の言語文化に触れて感性や情緒
をはぐくむことを重視する。

○ 子どもたちの発達段階を踏まえた学習の系統性を重視し，学校段階・学年段階ごと
に，具体的に身に付けるべき能力の育成を目指し，重点的な指導が行われるようにす
る。

○ 我が国の言語文化を享受し継承・発展させるため，生涯にわたって古典に親しむ態
度を育成する指導を重視する。

２ 改訂の要点
（１）目標及び内容構成

ア 教科目標（これまでと変更はない）

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるととも
に，思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし，国語に対する認識を深め国語を
尊重する態度を育てる。

イ 内容の構成の改善
３領域と〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に改めている。また，

目標と内容は，各学年ごとに示している。これまでは指導計画の作成と内容の取り
扱いに示していた言語活動例を内容に位置付け，再構成している。

（２）学習過程の明確化
自ら学び，課題を解決していく能力の育成を重視し，学習過程全体が分かるように

内容を構成している。
（３）言語活動の充実

各領域においては，内容の中に社会生活に必要とされる発表，案内，報告，編集，
鑑賞，批評などの言語活動を具体的に例示している。

（４）伝統的な言語文化に関する指導の重視
創造と継承を繰り返しながら形成されてきた伝統的な言語文化に親しみ，継承し，

新たな創造へとつないでいくことができるように内容を構成している。

３ 新学習指導要領全面実施に向けた授業づくり
（１）「言語活動の充実」を目指した授業づくり

ア 「Ａ話すこと・聞くこと」
調べて分かったことに基づいて説明する活動を行う場合，聞き手に分かりやすく

説明するための方法を考えさせるために，資料や情報機器等の活用を積極的に取り
入れることが大切である。

イ 「Ｂ書くこと」
自分の好きな絵画について鑑賞文を書く活動を行う場合，根拠を明確にして書か

せるために，複数の観点から対象を味わわせ，具体的な表現を取り上げながら自分
の味わい方について書かせることが大切である。

ウ 「Ｃ読むこと」
引用して本を紹介する活動を行う場合，本を読んで感じたことを叙述に即して整

理させるために，ブックトークなど多様な活動を工夫して取り入れる必要がある。
（２）新たな指導事項に対応した授業づくり

ア 「Ａ話すこと・聞くこと」の「聞くこと」に関する指導事項
目的を明確にして，それに応じた話し合いの場面を具体的に設け，質問の内容や

仕方，聞いた後の考えの整理の仕方を考えさせるための工夫が必要である。
イ 「Ｂ書くこと」の「交流」に関する指導事項

書いた文章を読み合う際に，構成や材料の活用などについて自分が工夫した点を
交流し，それに対して助言し合うなど，評価の視点を明確にして交流させることが
大切である。

ウ 「Ｃ読むこと」の「自分の考えの形成」に関する指導事項
文章の構成や展開，表現の特徴に着目させ，その工夫や効果について考える場を

設定し，文章の内容とともに形式に対しても自分の考えが持てるように工夫するこ
とが大切である。
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〔資料〕内容の改善とポイント解説

領域・事項 現行 新 主な内容の改善点 ポイント解説

発想や認識 話題設定や

取材 ＊「話すこと」と「聞くこと」の指導 ○能動的に聞く力の育

事項を分けて示すことにより，聞くこ 成を重視

考えや意図 話すこと との内容を一層明確にしている。 ○「聞くこと」の指導

と評価の方法の改善

話題 ・単に相手の話を聞くだけでなく，聞き が必要

取ったことを自分の考えに生かすこと ○話合いの指導では，

構成や論理 聞くこと を示している。 「話すこと」と「聞

くこと」の密接な関

語句や文 ・話し合うことの指導では，話合いを通 連を図ることが必要

じて合意形成を目指すこととしてい

話合い 話し合うこと る。

発想や認識 課題設定や

取材 ＊「課題設定や取材」，「交流」に関す ○材料を集める段階で

事柄や意見 る指導事項を新たに設けている。 は，「話すこと・聞

くこと」の「取材」，

選材 ・課題設定から交流に至るまでの学習過 「読むこと」の「読

程を見通した指導を求 書と情報活用」に関

構成 構成 めている。 する指導との関連を

・書いた文章を読み合 図ることが大切

記述 記述 い，構成や材料の活用 ○交流する際には，書

の仕方などについて， く過程について，意

推敲 推敲 意見を述べたり助言を 見を交流させること

したり，評価すること が重要

評価・批評 交流 を加えている。

語句の意味 語句の意味の

や用法 理解 ＊「自分の考えの形成」，「読書」に関 ○自分の考えを持ち，

する指導事項を新たに設けている。 それを表現させるこ

内容把握や 文章の解釈 とが重要

要約 ・文章の形式と内容の二つについて，自 ○読書と情報活用の関

分の考えを持たせることとしている。 連を図ることが必要

構成や展開 ・説明的な文章の解釈に関しては，例示 ○必要な情報を得るた

の効果や文章の展開の仕方をとらえる めの方法や様々な読

表現の仕方 こと等を示している。 み方について指導す

・文学的な文章の解釈に関しては，登場 ることが大切

主題や要旨 人物の言動の意味や設定の仕方をとら

と意見 えること等を示している。

・読書で情報を得ることと，情報を活用

ものの見方 自分の考えの し，読書を進めることを示している。

や考え方 形成

情報の活用 読書と情報活
用

伝統的な言語

文化 ＊「伝統的な言語文化に関する事項」 ○古典に関する指導内

を小学校から位置付け，古典に関する 容を明確に示し，古

音声，語句， 言葉の特徴や 指導内容を明確にしている。 典に一層親しむ態度

語彙，話や文 きまり の育成を重視

章・文，単語， ・古典の指導を〔伝統的な言語文化と国 ○古典に親しみが持て

言語生活 語の特質に関する事項〕に位置付ける るようにするために

ことにより，「読むこと」の領域だけ は，古典の原文に加

漢字 漢字 でなく，他の領域と関連付けて指導す え，現代語訳など，

ることを可能にしている。 教材を工夫すること

書写 書写 が大切

４ 移行措置
新学習指導要領によることもできる。現行学習指導要領による場合は，平成23年度第

１学年の指導に当たっては，新学習指導要領の〔伝統的な言語文化と国語の特質に関す
る事項〕の第１学年イ(ｱ)に規定する事項（音声の働きや仕組みへの関心等）を加える。

Ａ

話

す

こ
と

・
聞
く

こ
と

Ｂ

書

く

こ
と

Ｃ

読

む

こ
と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の
特

質

に

関

す

る

事

項


